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事業系可燃ごみの組成（令和元年度：基準年次）

　事業所から出された燃えるごみのうち、リサイクルできる紙と

食品ごみ・生ごみが約半分を占めています。これらをごみにしない

ためにも、更なるごみの減量とリサイクルが必要です。

　大量生産・大量消費・大量廃棄

によって経済発展を遂げた20世

紀を経て、私たちは資源が有限で

あることに気付き、循環型社会の

構築は今や大きな社会的課題と

なっています。

　このことは、「誰一人取り残さない持続可能な社会」の実現を目指して、2015年

９月に国連サミットで世界が合意した持続可能な開発目標「SDGｓ」の17の目標の

うち、目標11「住み続けられるまちづくりを」、目標12「つくる責任つかう責任」の

達成にも関わるものです。

　福岡市では、2021年8月に「循環のまち・ふくおか推進プラン」を策定し、可

燃ごみ組成の上位3品目である古紙、プラスチックごみ、食品廃棄物を重点3品目

と位置付けて、更なるごみ減量・リサイクルの取組みを推進しています。

　本ルールブックは、限りある資源の有効利用について認識を深め、ごみの減量・

リサイクルに取り組む一助としていただくために発行しました。「資源物」とするか

「ごみ」とするかは、事業者の皆さま次第です。「住み続けられるまちづくり」を

目指し、事業者の皆さまのご協力をお願いいたします。













〒814-0151 福岡市城南区堤 2-9-23

790-1

福岡バイオフードリサイクル（株）

092-834-5885

バイオガス発電

福岡バイオフードリサイクル（株）へ依頼する場合
　担当区域の許可業者または下記の４業者に
　お問い合わせください。

（株）環境エイジェンシーへ依頼する場合
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